
 

白山市立松任中川一政記念美術館開館３５周年記念 

「没後３０年 中川一政展 －二つの中川一政美術館交流展－」関連イベント 

 

美術館句会 
～俳人・大高翔さんをお迎えして～ 

 
風景画や薔薇など、中川一政作品から 

イメージをふくらませ、俳句にしてみませんか？ 
 

今年も、女流俳人・大高翔さんを講師に迎え、 

美術館内を吟行して俳句会を開催します。 
 

初心の方でも大丈夫です。 

絵画と文学が融合する豊かなひと時を 

どうぞお過ごしください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

大高 翔 おおたか しょう  
 
俳人。藍花俳句会副主宰。俳人協会幹事。京都芸術

大学通信教育部(芸術学部)非常勤講師。  

徳島県に生まれ、13 歳より作句。立教大学文学部日

本文学科卒。  

現在、句作を中心に、エッセイの執筆、校歌作詞、

また、ライフワークとして、子どもたちや初心者向

けの俳句指導や、海外での俳句ワークショップに取

り組んでいる。 

 

白山市立松任中川一政記念美術館 電話／FAX：０７６-２７５-７５３２（月曜休館） 

〒924-0888 白山市旭町６１-１（JR松任駅南口横） 

Ｅ-mail：nakagawakinen@city.hakusan.ishikawa.jp 

・定期的に換気と消毒を実施します。・参加に際して、手指消毒と検温、マスク着用のご協力をお願いいたします。 

中川一政《二つの壺の薔薇》1971 年 真鶴町立中川一政美術館蔵 

2021 年 

１１月２８日（日） 
10：00～12：00 

 

対 象：どなたでも 

ところ：松任中川一政記念美術館 

定 員：２０名 

（要事前申し込み／多数の場合抽選とします。） 

参加費：１，０００円（観覧料含む） 

申し込み方法：松任中川一政記念美術館へ 

往復はがきで応募、11月 16日消印有効 

11月 18日以降、定員に余裕がある場合 

電話にて受付けます。 

 


